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令和３年第１０回 豊明市農業委員会総会議事録 

 

１ 開会、閉会に関する事項及び日時 

  開会 令和３年１０月２０日 午前１０時００分 

  閉会 令和３年１０月２０日 正午 

 

２ 出席委員の氏名 

 ＜出席委員＞ 議席番号は抽選による 

深谷 明 石川万里子 野村 寿子 加藤 誠 

加藤 延保 堀井 敏秀 堀田 勝司 平野 普也 

野村 君枝    

 

 ＜出席農地利用最適化推進委員＞  

三浦 博明 原田 勝行 石川 和孝 渡邉 昭男 

石川 英治 近藤 賢三   

 

３ 会議に付した議案の件名及び会議の次第 

 

 ＜議案の件名＞ 

議案第４３号 農地法第３条の規定による農地等の所有権移転許可申請の件 別紙２件 

議案第４４号 農地法第５条の規定による農地転用許可申請の件 別紙３件 

議案第４５号 相続税の納税猶予に関する適格者照明願承認の件 別紙１件 

議案第４６号 生産緑地法に係る農業の主たる従事者についての証明願の件 別紙１件 

議案第４７号 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づく農用地利

用集積計画承認の件 

別紙１件 

報告第３１号 農地法第３条の３第１項の規定による届出の件 別紙１件 

報告第３２号 農地法第４条第１項第８号の規定による届出の件 別紙２件 

報告第３３号 農地法第５条第１項第７号の規定による届出の件 別紙４件 

報告第３４号 農地法第１８条の規定による農地解約通知の件 別紙４件 
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＜議事の次第＞ 

  午前１０時００分、議長席に会長が着席し開会を宣す。 

 

議 長 ただいまより、令和３年第１０回豊明市農業委員会総会を開催いたします。

例によって会期は本日中としてよろしいか。 

  

  異議なしの声あり 

  

議 長 ご異議ないようですので、会期は本日中とします。議事録署名者は、議長の

指名でよろしいでしょうか。 

  

 異議なしの声あり 

  

議 長 議事録署名者は５番委員と７番委員にお願いします。それでは、議案に入り

ます。議案第４３号１番案件です。事務局の説明を求めます。 

  

事務局 議案第４３号１番案件について説明します。農地法第３条の規定による農地

等の所有権移転許可申請の件です。 

譲受理由は農業経営承継のため、譲渡理由は高齢により耕作困難なためで

す。 

申請地は間米町廻渡１９１２番、１９１３番、１９３８番、登記地目、現況地目は

すべて田、面積は合計２，５８８㎡です。 

申請地の現況については、９月３０日に現地確認を行ったところ、間米町廻

渡１９１２番、１９１３番、１９３８番ともに田として管理されておりました。 

譲受人の他の所有農地につきまして、名古屋市緑区浦里四丁目１１８番、１３１

番は市民農園として管理されていました。沓掛町広坪３番、２６番は田として管

理されておりました。 

以上のとおり営農計画書のとおり今後も適正に管理されることを鑑みて、申

請について事務局としては許可相当と判断します。 

 以上で説明を終了します。 

  

議 長 事務局より説明がありましたが、地区担当委員の１１番委員の意見を求めま

す。 

  

１１番委員 １０月１０日に８番委員と農地利用最適化推進委員で申請地の現地確認を行

いました。事務局の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 同じく地区担当委員の８番委員の意見を求めます。 
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８番委員 １１番委員の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 同じく農地利用最適化推進委員６番委員の意見を求めます。 

  

最６番委員 １１番委員、８番委員の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 他の委員の意見を求めます。 

  

 異議なしの声あり 

  

議 長 それでは採決します。議案第４３号１番案件に賛成の方の挙手を求めます。 

  

 挙手多数 

  

議 長 議案第４３号１番案件は可決といたします。引き続きまして、議案第４３号２番

案件を上程します。事務局の説明を求めます。 

  

事務局 議案第４３号２番案件について説明します。 

譲受理由は申請地近辺の経営農地と一体的に有効活用できるため、譲渡

理由は一体的に有効活用してもらうためです。 

申請地は沓掛町桟敷９７番、登記地目、現況地目はすべて畑、面積は合計３６

０㎡です。 

申請地の現況については、１０月７日に現地確認を行ったところ、沓掛町桟

敷９７番は畑として管理されておりました。 

譲受人の他の所有農地につきまして、名古屋市緑区鳴海町鏡田５番、１３番

２４は畑、名古屋市緑区鳴海町鏡田８番、１３番１、１３番２１、１３番１４８は牧草

地、沓掛町若王子３１番、３２番、３３番は畑、沓掛町一長田２８番１、沓掛町山

新田８４番２、８５番１、８６番１、８８番１、８９番、９６番は牧草地、沓掛町山新田９

７番、沓掛町葭狭間３５番１は保全管理、沓掛町一長田６９番、７０番、沓掛町桟

敷４７番１、４７番２、４８番、５３番、５５番、５９番、６４番、７０番、９４番、９５番、９６

番、９８番、沓掛町一長田６６番は牧草地、沓掛町提燈山１番２、１番３、１番４は

畑、東郷町大字春木字藤坂１番１、２番、３番、４番、５番、６番、１１番、１２番、１

３番、１４番、１５番、１６番、１７番、１８番１は牧草地、東郷町兵庫一丁目１１番

３、１２番１、１２番１５は畑として管理されておりました。 

以上のとおり営農計画書のとおり今後も適正に管理されることを鑑みて、申

請について事務局としては許可相当と判断します。 

以上で説明を終了します。 

  

議 長 事務局より説明がありましたが、地区担当委員の１０番委員の意見を求めま
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す。 

  

１０番委員 １０月１３日に２番委員と農地利用最適化推進委員で申請地の現地確認を行

いました。事務局の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 同じく地区担当委員の２番委員の意見を求めます。 

  

２番委員 １０番委員の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 同じく農地利用最適化推進委員３番委員の意見を求めます。 

  

最３番委員 １０番委員、２番委員の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 他の委員の意見を求めます。 

  

 異議なしの声あり 

  

議 長 それでは採決します。議案第４３号２番案件に賛成の方の挙手を求めます。 

  

 挙手多数 

  

議 長 議案第４３号２番案件は可決といたします。引き続きまして、議案第４４号１番

案件を上程します。事務局の説明を求めます。 

  

事務局 議案第４４号１番案件について説明します。農地法第５条の規定による農地

転用許可申請の件です。 

転用目的は分家住宅で、使用貸借権設定になります。 

申請者は、現在賃貸住宅にて子と２人で暮らしておりますが、近々再婚を考

えるにあたり現在の借家では手狭であるため、住宅の建築を考えておりまし

た。今回所有者である母から承諾を得たことにより申請に至りました。申請地は

沓掛町烏ヶ根１１６番、登記地目、現況地目は畑、面積は３９３㎡です。 

申請地は図面中央の四角で囲んだ所で、農村環境改善センターから東に

約４５０ｍに位置します。 

次に農地区分について説明します。申請地は住宅、店舗、事務所その他の

事業用施設、公共施設又は公益的施設が連たんしている区域にある農地であ

ることから、第３種農地に該当します。そのため原則許可できます。 

申請地の現況については、１０月１３日に現地確認を行ったところ、草生えの状

態でしたので、１０月１２日に申請代理人を通じて草刈りを行うよう指導しまし

た。１０月１９日に再度現地確認を行ったところ、草刈りされていることを確認し
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ました。 

続きまして土地利用計画については、南側道路に進入路を設け、中心に住

宅の配置となります。土地造成は整地し、隣地境界にブロックを設けて雨水が

流れ込まないように対策します。以上の理由から周辺農地への営農条件に支

障を生ずる恐れは無いと見込まれます。また転用に際して、万一周辺農地に

被害を及ぼした場合は申請者にて責任を持って対処する旨の誓約書の添付も

あるため、申請について事務局としては許可相当と判断します。 

 以上で説明を終了します。 

  

議 長 事務局より説明がありましたが、地区担当委員の５番委員の意見を求めま

す。 

  

５番委員 １０月１１日に７番委員と農地利用最適化推進委員で申請地の現地確認を行

いました。事務局の説明のとおり許可相当と判断します。申請地の北側の農地

が草生え状態でしたので対処願います。 

  

議 長 同じく地区担当委員の７番委員の意見を求めます。 

  

７番委員 ５番委員の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 同じく農地利用最適化推進委員４番委員の意見を求めます。 

  

最４番委員 ５番委員、７番委員の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 他の委員の意見を求めます。 

  

 異議なしの声あり 

  

議 長 それでは採決します。議案第４４号１番案件に賛成の方の挙手を求めます。 

  

 挙手多数 

  

議 長 議案第４４号１番案件は可決といたします。引き続きまして、議案第４４号２番

案件を上程します。事務局の説明を求めます。 

  

事務局 議案第４４号２番案件について説明します。 

転用目的は資材置場作業場で、賃借権設定になります。 

申請者である法人は刈谷市の本店事務所を中心に現場工事作業の請負を

行っておりますが、この度事業拡大にあたり工事に関する資材一切を自社で調
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達することとなったため資材置場と作業場が必要になりました。今回の申請地

にて地権者との交渉がまとまったため申請に至りました。申請地は阿野町苅外

山７５番１、登記地目は田、現況地目は畑、面積は４２０㎡です。 

申請地は図面中央の四角で囲んだ所で、名鉄豊明駅から東に約１ｋｍに位

置します。 

次に農地区分について説明します。申請地は市街地に近接する区域にある

農地で、その規模が概ね１０ha 未満であることから、第２種農地に該当します。

そのため許可できます。 

申請地の現況については、１０月１３日に現地確認を行ったところ、隣地農地

との境に土留擁壁が構築されておりました。このことに対する始末書について

は、譲渡人よりいただいております。なお申請地南側については７月総会にて

同じく資材置場として、転用申請があった場所になります。 

続きまして土地利用計画については、北側道路に進入路を設け、中央に車

両転回スペース、周りに資材置場並びに作業場の配置となります。土地造成は

整地のみ行い、雨水は敷地内で浸透させ、北側の既設排水路に排水します。

以上の理由から周辺農地への営農条件に支障を生ずる恐れは無いと見込ま

れます。また転用に際して、万一周辺農地に被害を及ぼした場合は申請者に

て責任を持って対処する旨の誓約書の添付もあるため、申請について事務局

としては許可相当と判断します。 

以上で説明を終了します。 

  

議 長 事務局より説明がありましたが、地区担当委員の４番委員の意見を求めま

す。 

  

４番委員 １０月１０日に１番委員と農地利用最適化推進委員で申請地の現地確認を行

いました。事務局の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 同じく地区担当委員の１番委員の意見を求めます。 

  

１番委員 ４番委員の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 同じく農地利用最適化推進委員１番委員の意見を求めます。 

  

最１番委員 ４番委員、１番委員の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 他の委員の意見を求めます。 

  

 異議なしの声あり 
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議 長 それでは採決します。議案第４４号２番案件に賛成の方の挙手を求めます。 

  

 挙手多数 

  

議 長 議案第４４号２番案件は可決といたします。引き続きまして、議案第４４号３番

案件を上程します。事務局の説明を求めます。 

  

事務局 議案第４４号３番案件について説明します。 

転用目的は分家住宅で、使用貸借権設定になります。 

申請者は、現在賃貸住宅にて妻と子の３人で暮らしておりますが、子育て環

境を考えて、新居を建築することにしました。建築にあたり自身及び両親所有

の土地のうち生活環境や接道要件を考え、今回申請地にて申請することになり

ました。申請地は沓掛町寺池２番３、登記地目は田、現況地目は畑、面積は２４

７㎡です。 

申請地は図面中央の四角で囲んだ所で、尾三消防本部 豊明消防署から

西に約４００ｍに位置します。 

次に農地区分について説明します。申請地は街区に占める宅地の割合が４

０％を超えている区域にある農地であることから、第３種農地に該当します。そ

のため原則許可できます。 

申請地の現況については、１０月１３日に現地確認を行ったところ、保全管理

状態でした。 

続きまして土地利用計画については、西側道路に進入路を設け、住宅の配

置となります。土地造成は整地のみです。汚水等の排水は西側の下水本管

へ、雨水は集水桝で集水して西側の既設道路側溝へ排水します。以上の理由

から周辺農地への営農条件に支障を生ずる恐れは無いと見込まれます。また

転用に際して、万一周辺農地に被害を及ぼした場合は申請者にて責任を持っ

て対処する旨の誓約書の添付もあるため、申請について事務局としては許可

相当と判断します。 

 以上で説明を終了します。 

  

議 長 事務局より説明がありましたが、地区担当委員の７番委員の意見を求めま

す。 

  

７番委員 １０月１２日に農地利用最適化推進委員と申請地の現地確認を行いました。

事務局の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 同じく地区担当農地利用最適化推進委員２番委員の意見を求めます。 

  

最２番委員 ７番委員の説明のとおり許可相当と判断します。 
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議 長 他の委員の意見を求めます。 

  

３番委員  沓掛町寺池２番１は駐車場として使われているんですか。 

  

７番委員  北側はボートが置いてあります。 

  

３番委員  畑に置いてあるということですか。 

  

７番委員  駐車場に置いてあります。 

  

事務局  沓掛町寺池２番１は雑種地となっております。 

  

議 長  他の委員の意見を求めます。 

  

 異議なしの声あり 

  

議 長 それでは採決します。議案第４４号３番案件に賛成の方の挙手を求めます。 

  

 挙手多数 

  

議 長 議案第４４号３番案件は可決といたします。引き続きまして、議案第４５号を上

程します。事務局の説明を求めます。 

  

事務局 議案第４５号について説明します。相続税の納税猶予に関する適格者証明

願承認の件です。 

 農業を営んでいた個人から相続により農地等を取得し、引き続き農業を営む

場合には、一定の要件のもとに、相続税の全部または一部の納税が猶予され

ます。税務署への申告の際に、農業委員会の証明する適格者証明書が必要

になります。 

対象地は沓掛町寺内２３番、９２番の２筆、登記地目は田、現況地目は田と

畑、面積は合計２，３８６㎡です。 

申請地の現況については、１０月１３日に事務局職員が現地確認を行ったと

ころ、沓掛町寺内２３は水稲が作付けされており、沓掛町寺内９２は花や野菜が

作付けされている状態でした。 

以上のことから今後も耕作、管理されることを鑑みて、事務局としては許可相

当であると判断します。 

以上で説明を終了します。 
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議 長 事務局より説明がありましたが、地区担当委員の１番委員の意見を求めま

す。 

  

１番委員 １０月１０日に４番委員と農地利用最適化推進委員で申請地の現地確認を行

いました。事務局の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 同じく地区担当委員の４番委員の意見を求めます。 

  

４番委員 １番委員の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 同じく農地利用最適化推進委員５番委員の意見を求めます。 

  

最５番委員 １番委員、４番委員の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 他の委員の意見を求めます。 

  

 異議なしの声あり 

  

議 長 それでは採決します。議案第４５号に賛成の方の挙手を求めます。 

  

 挙手多数 

  

議 長 議案第４５号は可決といたします。引き続きまして、議案第４６号を上程しま

す。事務局の説明を求めます。 

  

事務局 議案第４６号 生産緑地に係る農業の主たる従事者についての証明願の件

について説明します。 

農業従事者の死亡による生産緑地解除申請に伴い、死亡前まで農業に従

事していたことを証明するものです。 

買取り申出を行っている方は、名古屋市緑区にお住まいの方です。 

申請地は栄町南舘２４８番１、登記地目は畑、現況地目は生産緑地、面積は

６４３㎡です。 

申請地の現況については、１０月８日に事務局職員が現地確認を行ったとこ

ろ、梅畑として管理されている状態でした。 

土地所有者の死亡による生産緑地解除申請ですが、申請書類などからも、

所有者の方が生前、当該 生産緑地に係る農業の主たる従事者であったことを

証明することに、問題はないと思われますので、ご審議のほどお願いします。 

 以上で説明を終わります。 
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議 長 事務局より説明がありましたが、地区担当委員の８番委員の意見を求めま

す。 

  

８番委員 １０月１０日に１１番委員と農地利用最適化推進委員で申請地の現地確認を

行いました。事務局の説明のとおり許可相当と判断します。 

１つお願いしたいのが、地図が解りにくく、目標物が確認できる地図をお願

いしたい。 

  

議 長 同じく地区担当委員の１１番委員の意見を求めます。 

  

１１番委員 ８番委員の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 同じく農地利用最適化推進委員６番委員の意見を求めます。 

  

最６番委員 ８番委員、１１番委員の説明のとおり許可相当と判断します。 

  

議 長 他の委員の意見を求めます。 

  

 異議なしの声あり 

  

議 長 それでは採決します。議案第４６号に賛成の方の挙手を求めます。 

  

 挙手多数 

  

議 長 議案第４６号は可決といたします。解り易い地図の配慮を願います。引き続き

まして、議案第４７号を上程します。事務局の説明を求めます。 

  

事務局 議案第４７号について説明します。農業経営基盤強化促進法第１８条第１項

の規定に基づく農用地利用集積計画承認の件です。 

個人の新規申請が１件です。 

間米町燗坂の２筆で貸付期間は３年の賃貸借契約です。 

以上こちらのご審議をお願いします。 

  

議 長 事務局より説明がありましたが、委員の意見を求めます。 

  

 異議なしの声あり 

  

議 長 それでは採決します。議案第４７号に賛成の方の挙手を求めます。 
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 挙手多数 

  

議 長 議案第４７号は可決といたします。引き続きまして、報告第３１号、第３２号、

第３３号、第３４号について報告願います。 

  

事務局 報告第３１号、第３２号、第３３号、第３４号について説明 

  

議 長 以上のとおり、報告第３１号、第３２号、第３３号、第３４号は専決事項として事

務局で受理しています。 

  

議 長 それでは、本日の議案は全て終了しましたので、これをもちまして閉会いた

します （時に正午）。 

 


